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1 概要

長崎市川原町の市道蚊焼町川原町1号線は、蚊焼地区と川原地区を結ぷ路線で、国道499

号と県道野母崎宿線を結んでおり、災害時の迂回路として市町村建設計画に基づき延長

L=680mの拡幅工事を実施している路線である。この路線に隣接している準用河川「川原古

川」の改修を令和3年度に実施した際、護岸掘削時に隣接土砂が河川内に流れ込んだため再

度掘削を試みたが、軟弱な崩積土のため掘削が困難であった。

その後、護岸背後の市道端部の構造物に「開き」が生じる変状が確認され、長崎大学の地

盤工学専門家の意見から「地滑り」の可能性もあるため、 6月議会の本委員会において状況

報告を行った事案について、観測データなどの途中経過報告を行うもの。

市道蚊焼町川原町1号線の斜面変状について(現状報告)

2 位置

長崎市川原町準用河川「川原古川」
亀

位置図

左岸大型土嚢右岸
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工事個所を含む付近一帯は、令和2年9月に土砂災害戒区域(地滑り)の指定

為石町

詳細位置図

岩石港
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市逃蚊燐町川原南1号韓
銘改良事集戯間

バイプ

川原町

床掘完7時は礫混り土

開き R4.131

施工箇所

16mm
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粘性土層

礫混り土層
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着工前(下流側才上流側) 土砂流入時(R4.1.刀

地質調査の結果及び孔内ひずみ計・地下水位高さの観測データ(途中経過)

拡大平面図
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ボーリング南.2

A-B 断面図(土也質言周査1糸吉果)
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ひずみ確認ライン
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孔内ひずみ計 開

ひずみ累計

月間ひずみ量

地下水位

地下水位高さ(観測開始 R4.6~)

ボーリングNO.2 C果度一3.om)

6月 7月 8月

90.973μ 143.265μ 164.648μ

90.973μ 52.2船μ 21.383μ

最高一フ.30m (6/22)

最低一8.30m (6/10)

280n肋 138Π卯

51mm133n卯

(6/2D q/19)

43Π卯 30mm

降水是(月間)

降水量(日最大)

降水量(時間最大)

いずれの月も累計ひずみ量は1000μ未満で、変動種別は下表より変動Cとなる。

ボーリングNO

6月

496.161 μ

496.161 μ

取高一1

最低 2

I G衆度一1

7月

443,717 μ

-52.444μ

57m (6/22)

20m (8/1の

変動B I0"以上やや顕薯黒積挫動 準確定あり

累 稍

親断
変動C I0ユ以上ややあり あり 潜在

按乱

締回

続儁
堆寸ぺリ寸パリ面なし

変動DJO'以上なし燈乱なし 異常
以"の壱囚

1000μ 回 締

1玉原馴敏'1999"'井.地,べり凄丘と解析災例1'基6く縦立・解析紘改訂蘆中 B7

本年6月から8月22日までの間においては、月間ひずみ量がいずれも地すべりと判断される

変動量以下であることから、現在までの観測データを長崎大学の地盤工学専門家に報告し、次

の見解を得ている。

変動

種別

257mm

110nη

(8/16)

51mm

黒粕疫動

絶対値

(μノ月)

変動 A 5×100以上

Om)

8月

666.973 μ

223,256 μ

淑ひ,'み変動歉別一覧袈

褒動形態

黒荊傾向変動傾向
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巣穂変動

(見解)
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総合判定

今後の対応

観測を10月末まで継続し、その結果を再度長崎大学専門家に判断してもらう。

地すべり対策が不要な場合、開きが生じている道路端部の安定を図る対策工事を行

うための詳細設計を実施する。

河川護岸工事の未完了箇所の工事を実施する。

確定

観測データから、地すべりの兆候は見られない。

地すべり対策は必要ないと判断されるが、秋雨の時期までもうしぱらく観測を

継続したほうが良い

括動性ほか
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